
主 な 補 正 項 目

(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

竹島領土権確立対策事 11,877 ○「竹島の日を定める条例」の趣旨を踏ま 総 務 部

[総 務 課]業費 え、竹島問題に関する歴史研究を行い、

成果を県民に広くＰＲ

【竹島問題研究会の設置】

竹島問題に関わる歴史研究・考察・

問題点の整理を行い、Ｈ１８に最終と

りまとめ

【啓発資料の製作】

フォトしまね１月号を竹島特集号と

し、県内全戸に配布（H18.2月）

県民との協働による島 10,000 ○県政の理念である「県民との協働」を一 環境生活部

[環境生活根づくり事業費 層進める観点からＨ17当初事業創設

総務課]○当初の予想を大幅に超える県民からの熱

意のある提案（１次募集：37件、２次募 地域振興部

[地域政策課]集：20件）に対して、県民と行政が一体

となって課題解決への取組を実践



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

新 障害者の自立に向けた 81,636 ○今後加速される障害者の地域生活移行に 健康福祉部

[障害者福祉課]特別支援事業費 備えた基礎的な条件整備や２月県議会に

[健康推進課]おける付帯決議に対応した極めて重度の

障害児・者に対する支援の強化のため、

今後３年間重点的かつ緊急に事業を実施

【計画概要】

事 業 名 《◎９月補正項目》 計画期間 備 考

１．障害者の相談・支援体制の充実

（１）新たな課題である発達障害への対応 （継続）

発達障害者支援センター設置事業 Ｈ17～19 Ｈ18年度設置

（２）障害の程度に応じたサービスの決定 （拡充）

障害者 従事者養成事業 Ｈ17～19 研修会開催ケアマネジメント

２．障害者の地域における自立生活支援

（１）圏域ごとの生活の場の確保（新規）

◎障害者グループホーム緊急整備事業 Ｈ17～19 ３９箇所

（２) 圏域ごとの就労を支援する体制づくり（新規）

県障害者就労支援センター設置推進事業 Ｈ18～19 ４箇所

３．極めて重度の障害児・者に対する支援強化

（１）圏域ごとの入所・通所サービス拠点の確保と

在宅サービスの充実《重症心身障害児・者サ Ｈ17～19

ービス基盤緊急整備事業》 （新規）

◎身体障害者療護施設緊急整備事業 Ｈ１７ １箇所

◎ｼｮｰﾄｽﾃｲ･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ提供体制整備支援事業 Ｈ17～19 ６箇所

（２）県外での心臓機能障害等治療に伴う負担軽減

《県外の医療機関に入院する障害児療養支援 Ｈ17～19

事業》 （新規）

◎交通費等助成事業 Ｈ17～19 Ｈ17.10月実施

◎滞在資金貸付金 Ｈ17～19 〃

計画事業費
約４億円

（H17～H19）



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

(１)障害者グループ 12,500 ・実施予定箇所数 ５ヶ所 健康福祉部

[障害者福祉課]ホーム緊急整備 ・補助基準額

事業費 （改修） 5,000千円／施設

（新築） 20,000千円／施設

・補 助 率 １／２

(２)重症心身障害児・ 63,236 １．身体障害者療護施設緊急整備事業

者サービス基盤緊 57,829千円

急整備事業費 ・補 助 先 社会福祉法人(益田市)

・補 助 率 １／４

２．ｼｮｰﾄｽﾃｲ･ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ提供体制整備支援

事業 5,407千円

・補 助 先 福祉施設等

・補助率

①ｼｮｰﾄｽﾃｲ、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ加算 10/10

②設備費補助 1/2

[健康推進課](３)県外の医療機関に 5,900 １．交通費等助成事業 2,040千円

入院する障害児療 ・対 象 者 育成医療を適用して県

養支援事業費 外の医療機関に入院す

る障害児の扶養義務者

（ ）・補 助 額 定額助成 交通費相当

２．滞在資金貸付金 3,860千円

・対 象 者 交通費等助成事業対象

者のうち、入院期間が

10日以上の者に係る入

院期間中滞在費等

・貸 付 額 500千円以内

・貸付利子 無利子

・償還期間 ５年(据置１年)以内



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

新 県立障害児・者施設 299,876 ○県立障害児・者施設 さざなみ こくぶ 健康福祉部（ 、 、

[障害者福祉課]移管円滑化事業費 授産センター）を平成１８年４月に円滑

に社会福祉法人に移管するため必要な支

援等を実施

１．引継職員助成費 29,000千円

移管先法人が移管前に引継業務に従

［スケジュ－ル］ 事するため必要な経費の一部を助成

○募 集 期 間 （Ｈ１７限り）

（H17.8.22～9.5）

． （ 、 ）↓ 債務負担 ２ 職員加算助成費 さざなみ こくぶ

○移管先法人決定 H18～H22 社会福祉法人の移管後の運営体制が

（H17.9月下旬) 168,000 定着するまでの５年間、移管先法人が

↓ 暫定的に増員する職員に係る経費の一

○施 設 移 管 部を助成

（H18.4.1)

３．施設用地取得費 132,876千円

こくぶ学園は、さざなみ学園と比べ

運動場がないなど敷地が狭隘であるこ

とから、必要な用地を取得

（取得予定面積：3,000㎡）

４．送迎用バス購入助成費 6,000千円

（こくぶ） 29人乗バス１台

５．授産センター施設修繕基金造成費

補助金 121,000千円

（補 助 先） 移管先法人

６．さざなみ学園修繕費等 11,000千円

［施設概要］

設 置 場 所

 出雲市神西沖町

 浜田市上府町

 松江市打出町

施　　設　　名 施 設 種 別

知的障害児施設

身体障害者授産施設

S27.4

S44.5

S30.5

定 員

70名

30名

115名

設 置

さざなみ学園

身体障害者授産センタ－

こくぶ学園



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

農業大学校整備事業 15,000 ○農業大学校森林総合課程について、研修 農林水産部

[農業経営課]教育の拠点を中山間地域研究センターに

移転するため、学生用宿舎の整備などを

行う

・移転時期：平成１８年度

・目 的：現地実習の強化などによる

実践的な森林管理技術者の

育成・確保

旭拠点工業団地の売却 135,801 ○「島根あさひ社会復帰促進センター」 企 業 局

準備費（宅地造成事業 (電気事業 ・Ｈ１８～Ｈ１９年度で建設し、Ｈ２０

会計) 会計借入) 年４月に開所されることが決定

○これに伴い、工業団地への既進出企業の

団地外への移転に係る補償費等の準備経

費を措置

・図面電子化等 17,000

・用地買収・移転補償 109,718

・国庫補助金返還金 9,083



(単位:千円)

新
事 業 名 予 算 額 説 明 所 管 課

規

道路交通法改正対策事 206 ○Ｈ１８．６月放置車両確認事務の民間委 警察本部

業費 (放置駐車対策) 託開始に伴う、駐車監視員資格者講習等

債務負担 の実施、委託法人の決定

H17～H18 ○民間委託期間：Ｈ１８.３～Ｈ１９.３

12,057 (うち準備期間：Ｈ１８.３～Ｈ１８.５)

■道路交通法改正の概要［Ｈ１６．６月公布、Ｈ１８．６月施行］

①車両の使用者責任の拡充･･･違反行為の責任追及による良好な駐車秩序の確立

・放置駐車において、運転者の責任が追及できない場合に、使用者に対し

放置違反金（新設）納付命令

・滞納した場合には、車検を拒否

・常習違反者には、自動車の使用制限

運転者出頭 運転者

運転者未出頭 使用者

②放置車両確認事務の民間委託･･･民間活力導入による放置駐車対策の強化

H17.7 10 H18.1 4 6 7

放置車両確認事務

駐車監視員資格者講習

業 務 の 委 託

反　則　金

放置違反金

国の歳入

県の歳入

放
置
駐
車
違
反

業者

説明

資格者

講　習

法人

登録

入札

公告
入　札

説明会

入札・

契約
教 　養

法

施

行

総 合 評 価 一 般 競 争 入 札

確認事務開始




